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は
じ
め
に

　
林
野
火
災
に
は
、
落
ち
葉
や
枯
れ
枝
な
ど
の
林
床
可
燃
物
の
み

が
燃
え
る
「
地
表
火
（
写
真
１
）」、
幹
が
燃
え
る
「
樹
幹
火
（
写

真
2
）」、
そ
し
て
生
葉
が
燃
え
る
「
樹
冠
火
（
写
真
3
）」
の
３

形
態
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
林
野
火
災
の
火
元
は
、
ほ
と

ん
ど
が
た
き
火
や
た
ば
こ
な
ど
人
為
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
火
元
か
ら
の
燃
え
広
が
り
に
よ
っ
て
ま
ず
燃
え
始
め
る
の

は
生
葉
や
幹
で
は
な
く
、
林
床
に
あ
る
可
燃
物
で
す
。
つ
ま
り
林

野
火
災
は
一
般
的
に
地
表
火
と
し

て
発
生
し
、
林
幹
火
、
林
冠
火
へ

と
拡
大
し
ま
す
。
表
１
は
、
日
本

で
最
も
林
野
火
災
が
頻
発
す
る
地

域
の
一
つ
で
あ
る
岡
山
県
倉
敷
市

の
児
島
消
防
署
と
臨
港
消
防
署
管

内
で
1
9
7
0
～
1
9
8
9
年

に
発
生
し
た
林
野
火
災
を
対
象

に
、
被
害
面
積
と
延
焼
拡
大
速
度

を
そ
れ
ぞ
れ
火
災
形
態
別
に
集
計

し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
る
と

地
表
火
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

た
場
合
に
は
延
焼
速
度
も
遅
く
被

害
面
積
が
狭
い
の
に
対
し
、
樹
冠

火
に
ま
で
拡
大
し
た
場
合
に
は
被

延
焼
速
度
が
速
く
被
害
面
積
は
広

い
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
林
野
火
災
の
危
険
度
に

は
、
被
害
件
数
に
関
連
す
る
発
生

危
険
度
と
、
被
害
面
積
や
被
害
金

額
に
関
係
す
る
拡
大
危
険
度
の
2

種
類
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
解
り

ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
発
生
危

（左）写真１　地表火
日 本 経 済 新 聞（https://r.nikkei.
com/article/DGXMZO54250610Q
0A110C2CR0000?s=1
元はＡＰ通信

（左下）真写２　樹幹火
毎 日 新 聞（https://r.nikkei.com/
article/DGXMZO54250610Q0A11
0C2CR0000?s=1
元は、ＡＰ通信

（下）写真３　樹冠火
広島県 https://www.pref.hiroshima.
lg.jp/soshiki/87/1170659866996.
html

険
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
拡
大
危
険
度
に
つ
い
て
は
、「
針

葉
樹
林
で
発
生
す
る
火
災
の
強
度
を
試
算
」（
20
ペ
ー
ジ
）
を
参

森の「かわき」と
林野火災

森林総合研究所　玉井幸治



1011

は
じ
め
に

　
林
野
火
災
に
は
、
落
ち
葉
や
枯
れ
枝
な
ど
の
林
床
可
燃
物
の
み

が
燃
え
る
「
地
表
火
（
写
真
１
）」、
幹
が
燃
え
る
「
樹
幹
火
（
写

真
2
）」、
そ
し
て
生
葉
が
燃
え
る
「
樹
冠
火
（
写
真
3
）」
の
３

形
態
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
林
野
火
災
の
火
元
は
、
ほ
と

ん
ど
が
た
き
火
や
た
ば
こ
な
ど
人
為
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
火
元
か
ら
の
燃
え
広
が
り
に
よ
っ
て
ま
ず
燃
え
始
め
る
の

は
生
葉
や
幹
で
は
な
く
、
林
床
に
あ
る
可
燃
物
で
す
。
つ
ま
り
林

野
火
災
は
一
般
的
に
地
表
火
と
し

て
発
生
し
、
林
幹
火
、
林
冠
火
へ

と
拡
大
し
ま
す
。
表
１
は
、
日
本

で
最
も
林
野
火
災
が
頻
発
す
る
地

域
の
一
つ
で
あ
る
岡
山
県
倉
敷
市

の
児
島
消
防
署
と
臨
港
消
防
署
管

内
で
1
9
7
0
～
1
9
8
9
年

に
発
生
し
た
林
野
火
災
を
対
象

に
、
被
害
面
積
と
延
焼
拡
大
速
度

を
そ
れ
ぞ
れ
火
災
形
態
別
に
集
計

し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
る
と

地
表
火
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

た
場
合
に
は
延
焼
速
度
も
遅
く
被

害
面
積
が
狭
い
の
に
対
し
、
樹
冠

火
に
ま
で
拡
大
し
た
場
合
に
は
被

延
焼
速
度
が
速
く
被
害
面
積
は
広

い
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
林
野
火
災
の
危
険
度
に

は
、
被
害
件
数
に
関
連
す
る
発
生

危
険
度
と
、
被
害
面
積
や
被
害
金

額
に
関
係
す
る
拡
大
危
険
度
の
2

種
類
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
解
り

ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
発
生
危

（左）写真１　地表火
日 本 経 済 新 聞（https://r.nikkei.
com/article/DGXMZO54250610Q
0A110C2CR0000?s=1
元はＡＰ通信

（左下）真写２　樹幹火
毎 日 新 聞（https://r.nikkei.com/
article/DGXMZO54250610Q0A11
0C2CR0000?s=1
元は、ＡＰ通信

（下）写真３　樹冠火
広島県 https://www.pref.hiroshima.
lg.jp/soshiki/87/1170659866996.
html

険
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
拡
大
危
険
度
に
つ
い
て
は
、「
針

葉
樹
林
で
発
生
す
る
火
災
の
強
度
を
試
算
」（
20
ペ
ー
ジ
）
を
参

森の「かわき」と
林野火災

森林総合研究所　玉井幸治

1213

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
湿
っ
て
い
る
林
床
可
燃
物
は
不
燃
で
す
が
、
乾
燥
す
る
に
し
た

が
っ
て
可
燃
と
な
り
ま
す
。
林
床
可
燃
物
に
含
ま
れ
て
い
る
水
分

の
重
さ
を
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
さ
せ
た
可
燃
物
の
重
さ
で
割
っ
た

「
含
水
比
」
が
20
％
以
下
に
な
る
と
、
林
床
可
燃
物
は
可
燃
と
な

り
ま
す
。

　
林
野
火
災
の
発
生
危
険
度
を
知
る
た
め
に
は
、
林
床
可
燃
物
の

水
分
状
態
の
変
動
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
林
床
可
燃
物
で
の

水
の
出
入
り
を
再
現
し
て
林
床
面
可
燃
物
含
水
比
を
推
定
す
る
モ

デ
ル
を
用
い
て
計
算
し
た
林
野
火
災
発
生
危
険
度
の
特
徴
を
紹
介

し
ま
す
。

モ
デ
ル
の
概
要

　
林
床
面
可
燃
物
を
バ
ケ
ツ
に
見
立
て
、
そ
の
バ
ケ
ツ
に
流
入
す

る
雨
水
や
蒸
発
す
る
水
の
量
を
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
ケ
ツ

の
中
の
水
量
を
推
定
す
る
モ
デ
ル
（
図
１
）
を
用
い
ま
し
た
。
バ

ケ
ツ
の
中
の
水
量
の
多
少
が
、
林
床
面
可
燃
物
が
湿
っ
て
い
る
か

乾
燥
し
て
い
る
か
の
指
標
と
な
り
ま
す
。
蒸
発
量
は
林
床
面
に
到

達
す
る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
林
床
面
日
射
量
か
ら
推
定
し
ま

す
。
樹
冠
が
閉
鎖
し
て
い
て
林
内
が
暗
い
森
林
で
は
林
床
面
日
射

量
は
少
な
く
て
蒸
発
量
は
少
な
い
た
め
、
林
床
可
燃
物
は
ゆ
っ
く

り
と
乾
燥
し
て
林
野
火
災
発
生
危
険
度
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
逆
に
林
冠
が
疎
で
林
内
が
明
る
い
森
林
で
は
、
林
床
面
日
射

量
は
多
く
て
蒸
発
量
は
多
い
た
め
、
林
床
可
燃
物
は
早
く
乾
燥
し

て
林
野
火
災
発
生
危
険
度
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
２
）。

林
野
火
災
発
生
危
険
日
の
判
定
法

　
実
際
の
森
林
で
観
測
さ
れ
た
林
床
面
日
射
量
を
用
い
て
、
林
床

可
燃
物
含
水
比
を
計
算
し
た
例
を
図
３
に
示
し
ま
す
。
５
月
２
～

７
日
の
６
日
間
の
う
ち
、５
月
２
日
と
７
日
午
後
に
ま
と
ま
っ
て
、

5
月
４
日
に
は
わ
ず
か
に
、
雨
が
降
り
ま
し
た
。
観
測
さ
れ
た
林

被害面積 (a) 地表火 樹幹火 林冠火

-10 58 1 1
10-50 29 1 4

50-100 5 0 8
100-500 3 1 13

500-1000 1 0 0
1000- 0 1 9

合計 96 4 35

延焼拡大
速度 (a/分)

地表火 樹幹火 林冠火

-0.1 32 0 2
0.1-1.0 58 3 11

1.0- 6 1 22
合計 96 4 35

EvaporationPrecipitation

Excess water
overflowsLitter layer

qmax

降水 蒸発

土壌中に
浸透落葉層

最
大
含
水
比

林床における日射量と林床可燃物の含水率の
測定の様子

図１　林床可燃物の含水状態を予測するモデルの概要
林床面可燃物をバケツに見立て、そのバケツに流入する雨水
や蒸発する水の量を計算することにより、バケツの中の水量
を推定する。バケツの中の水量の多少が、林床面可燃物が湿っ
ているか乾燥しているかの指標となる。蒸発量は林床面に到
達する太陽エネルギーである林床面日射量から推定する。

表１　児島消防署と臨港消防署管内における火災形態別
林野火災の被害面積と延焼拡大速度（1970 ～ 1989 年）
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樹冠が閉鎖した森林

・林床に達する日射エネルギーが少ない

・林床可燃物が乾燥しにくい

・林野火災発生危険度は低い

（林床可燃物の含水比20%以上では燃焼しない）

樹冠に隙間のある森林

・林床に達する日射エネルギーが多い

・林床可燃物が乾燥しやすい

・林野火災発生危険度は高い

床
面
日
射
量
と
計
算
さ
れ
た
林
床
可
燃
物
含
水
比
の

変
動
を
示
す
線
の
う
ち
、
実
線
と
点
線
は
、
そ
れ
ぞ

れ
林
内
が
暗
い
森
林
と
明
る
い
森
林
の
も
の
を
示
し

ま
す
。
林
床
可
燃
物
含
水
比
の
変
動
を
示
す
図
３
(c)

の
中
で
横
一
筋
に
ひ
か
れ
て
い
る
灰
線
は
、
含
水
比

20
％
を
示
し
て
い
ま
す
。
実
線
や
点
線
が
灰
線
よ
り

下
に
な
れ
ば
、
林
床
可
燃
物
の
含
水
比
が
20
％
以
下

に
な
る
ほ
ど
乾
燥
し
て
可
燃
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
計
算
さ
れ
た
林
床
面
含
水
比
が
20
％
以
下

と
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
日
を
、
林
野
火
災
発
生
危
険

日
と
判
定
し
ま
す
。
図
２
の
場
合
で
は
、
林
内
が
暗

い
森
林
で
の
林
床
面
可
燃
物
含
水
比
は
、
5
月
7
日

だ
け
20
％
を
下
回
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
林
内
が

明
る
い
森
林
で
は
5
月
3
～
7
日
の
5
日
間
も
、
林

床
面
可
燃
物
含
水
比
は
20
％
を
下
回
り
ま
し
た
。
こ

の
6
日
間
に
お
け
る
林
野
火
災
発
生
危
険
日
数
は
、

林
内
が
暗
い
森
林
と
明
る
い
森
林
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、

１
日
間
と
5
日
間
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

林
分
で
の
林
野
火
災
発
生
危
険
日
の
計
算

　
日
本
各
地
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
で
観
測
さ
れ
た
降

水
量
と
林
床
面
日
射
量
か
ら
計
算
さ
れ
た
林
野
火
災

発
生
危
険
日
数
を
図
４
に
示
し
ま
す
。
横
軸
の
胸
高

断
面
積
合
計
は
、
森
林
に
生
え
て
い
る
樹
幹
の
断

面
積
を
合
計
し
た
値
で
す
。
胸
高
断
面
積
合
計
が

40
m2
/
ha
以
上
の
森
林
で
は
、
林
野
火
災
発
生
危
険

日
は
せ
い
ぜ
い
10
数
日
/
年
で
す
。
樹
冠
が
閉
鎖

し
て
い
て
林
床
面
日
射
量
が
少
な
い
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
間
伐
を
行
っ
た
森
林
で
は
約

1
0
0
日
/
年
に
増
加
し
ま
し
た
。
新
植
地
で
は

2
5
0
～
3
0
0
日
/
年
程
度
で
し
た
。
胸
高
断

面
積
合
計
が
少
な
い
こ
と
に
対
応
し
て
、
林
床
面
日
射
量
が
多
く

な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
森
林
の
状
態
に
よ
っ

て
林
野
火
災
発
生
危
険
日
数
は
全
く
異
な
り
ま
す
。

林
野
火
災
発
生
危
険
日
マ
ッ
プ

　
そ
こ
で
林
野
火
災
発
生
危
険
日
数
を
日
本
全
国
で
計
算
す
る
に

際
し
、
閉
鎖
林
、
間
伐
を
行
っ
た
後
な
ど
の
低
密
度
林
、
新
植

地
と
、
類
型
化
し
た
森
林
に
つ
い
て
計
算
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
太
陽
か
ら
の
日
射
量
は
、
樹
冠
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

減
少
し
、
そ
の
一
部
が
林
床
面
に
達
し
ま
す
。
閉
鎖
林
、
低
密

度
林
、
新
植
地
で
林
床
面
に
到
達
す
る
日
射
量
の
割
合
を
、
そ
れ

ぞ
れ
40
％
、
20
％
、
７
％
と
し
て
計
算
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

24
ペ
ー
ジ
の
地
図
で
示
し
ま
す
。
な
お
、
降
水
量
の
多
い
年
と
少

な
い
年
で
は
林
野
火
災
発
生
危
険
日
数
は
大
き
く
異
な
る
の
で
、

1
9
9
5
～
2
0
1
6
年
の
22
年
間
に
つ
い
て
計
算
し
、
１
年

間
に
平
均
し
た
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
実
際
に
存
在
し
て
い

る
森
林
で
は
な
く
、
類
型
化
し
た
３
つ
の
森
林
が
存
在
し
た
場
合

の
危
険
日
数
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
地
図
で

は
危
険
日
数
が
、
赤
系
色
ほ
ど
多
く
、
青
系
色
ほ
ど
少
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
地
図
の
右
端
に
あ
る
ス
ケ
ー
ル
の

上
限
が
、
閉
鎖
林
、
低
密
度
林
、
新
植
地
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
40
日
、

1
6
0
日
、
2
7
0
日
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

て
く
だ
さ
い
。
閉
鎖
林
と
新
植
地
で
は
約
7
倍
程
度
の
差
が
あ
り

ま
し
た
。
新
植
地
で
は
1
年
間
を
通
じ
て
林
野
火
災
が
発
生
す
る

危
険
性
の
あ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
的
に
は
、
関

東
～
中
四
国
の
太
平
洋
側
、
瀬
戸
内
地
域
で
高
く
、
北
海
道
～
中

国
の
日
本
海
側
で
低
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
差
は
お
お
よ

そ
1
·
8
～
3
·
3
倍
で
し
た
。

図２　林床可燃物の含水状態を予測するモデルの考え方
樹冠が閉鎖していて林内が暗い森林では林床面日射量は少なくて蒸発量は少ないため、林床可燃物はゆっくり
と乾燥して林野火災発生危険度は小さい。逆に林冠が疎で林内が明るい森林では、林床面日射量は多くて蒸発
量は多いため、林床可燃物は早く乾燥して林野火災発生危険度は大きい。
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樹冠が閉鎖した森林

・林床に達する日射エネルギーが少ない

・林床可燃物が乾燥しにくい

・林野火災発生危険度は低い

（林床可燃物の含水比20%以上では燃焼しない）

樹冠に隙間のある森林

・林床に達する日射エネルギーが多い

・林床可燃物が乾燥しやすい

・林野火災発生危険度は高い

床
面
日
射
量
と
計
算
さ
れ
た
林
床
可
燃
物
含
水
比
の

変
動
を
示
す
線
の
う
ち
、
実
線
と
点
線
は
、
そ
れ
ぞ

れ
林
内
が
暗
い
森
林
と
明
る
い
森
林
の
も
の
を
示
し

ま
す
。
林
床
可
燃
物
含
水
比
の
変
動
を
示
す
図
３
(c)

の
中
で
横
一
筋
に
ひ
か
れ
て
い
る
灰
線
は
、
含
水
比

20
％
を
示
し
て
い
ま
す
。
実
線
や
点
線
が
灰
線
よ
り

下
に
な
れ
ば
、
林
床
可
燃
物
の
含
水
比
が
20
％
以
下

に
な
る
ほ
ど
乾
燥
し
て
可
燃
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
計
算
さ
れ
た
林
床
面
含
水
比
が
20
％
以
下

と
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
日
を
、
林
野
火
災
発
生
危
険

日
と
判
定
し
ま
す
。
図
２
の
場
合
で
は
、
林
内
が
暗

い
森
林
で
の
林
床
面
可
燃
物
含
水
比
は
、
5
月
7
日

だ
け
20
％
を
下
回
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
林
内
が

明
る
い
森
林
で
は
5
月
3
～
7
日
の
5
日
間
も
、
林

床
面
可
燃
物
含
水
比
は
20
％
を
下
回
り
ま
し
た
。
こ

の
6
日
間
に
お
け
る
林
野
火
災
発
生
危
険
日
数
は
、

林
内
が
暗
い
森
林
と
明
る
い
森
林
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、

１
日
間
と
5
日
間
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

林
分
で
の
林
野
火
災
発
生
危
険
日
の
計
算

　
日
本
各
地
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
で
観
測
さ
れ
た
降

水
量
と
林
床
面
日
射
量
か
ら
計
算
さ
れ
た
林
野
火
災

発
生
危
険
日
数
を
図
４
に
示
し
ま
す
。
横
軸
の
胸
高

断
面
積
合
計
は
、
森
林
に
生
え
て
い
る
樹
幹
の
断

面
積
を
合
計
し
た
値
で
す
。
胸
高
断
面
積
合
計
が

40
m2
/
ha
以
上
の
森
林
で
は
、
林
野
火
災
発
生
危
険

日
は
せ
い
ぜ
い
10
数
日
/
年
で
す
。
樹
冠
が
閉
鎖

し
て
い
て
林
床
面
日
射
量
が
少
な
い
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
間
伐
を
行
っ
た
森
林
で
は
約

1
0
0
日
/
年
に
増
加
し
ま
し
た
。
新
植
地
で
は

2
5
0
～
3
0
0
日
/
年
程
度
で
し
た
。
胸
高
断

面
積
合
計
が
少
な
い
こ
と
に
対
応
し
て
、
林
床
面
日
射
量
が
多
く

な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
森
林
の
状
態
に
よ
っ

て
林
野
火
災
発
生
危
険
日
数
は
全
く
異
な
り
ま
す
。

林
野
火
災
発
生
危
険
日
マ
ッ
プ

　
そ
こ
で
林
野
火
災
発
生
危
険
日
数
を
日
本
全
国
で
計
算
す
る
に

際
し
、
閉
鎖
林
、
間
伐
を
行
っ
た
後
な
ど
の
低
密
度
林
、
新
植

地
と
、
類
型
化
し
た
森
林
に
つ
い
て
計
算
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
太
陽
か
ら
の
日
射
量
は
、
樹
冠
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

減
少
し
、
そ
の
一
部
が
林
床
面
に
達
し
ま
す
。
閉
鎖
林
、
低
密

度
林
、
新
植
地
で
林
床
面
に
到
達
す
る
日
射
量
の
割
合
を
、
そ
れ

ぞ
れ
40
％
、
20
％
、
７
％
と
し
て
計
算
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

24
ペ
ー
ジ
の
地
図
で
示
し
ま
す
。
な
お
、
降
水
量
の
多
い
年
と
少

な
い
年
で
は
林
野
火
災
発
生
危
険
日
数
は
大
き
く
異
な
る
の
で
、

1
9
9
5
～
2
0
1
6
年
の
22
年
間
に
つ
い
て
計
算
し
、
１
年

間
に
平
均
し
た
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
実
際
に
存
在
し
て
い

る
森
林
で
は
な
く
、
類
型
化
し
た
３
つ
の
森
林
が
存
在
し
た
場
合

の
危
険
日
数
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
地
図
で

は
危
険
日
数
が
、
赤
系
色
ほ
ど
多
く
、
青
系
色
ほ
ど
少
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
地
図
の
右
端
に
あ
る
ス
ケ
ー
ル
の

上
限
が
、
閉
鎖
林
、
低
密
度
林
、
新
植
地
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
40
日
、

1
6
0
日
、
2
7
0
日
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

て
く
だ
さ
い
。
閉
鎖
林
と
新
植
地
で
は
約
7
倍
程
度
の
差
が
あ
り

ま
し
た
。
新
植
地
で
は
1
年
間
を
通
じ
て
林
野
火
災
が
発
生
す
る

危
険
性
の
あ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
的
に
は
、
関

東
～
中
四
国
の
太
平
洋
側
、
瀬
戸
内
地
域
で
高
く
、
北
海
道
～
中

国
の
日
本
海
側
で
低
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
差
は
お
お
よ

そ
1
·
8
～
3
·
3
倍
で
し
た
。

図２　林床可燃物の含水状態を予測するモデルの考え方
樹冠が閉鎖していて林内が暗い森林では林床面日射量は少なくて蒸発量は少ないため、林床可燃物はゆっくり
と乾燥して林野火災発生危険度は小さい。逆に林冠が疎で林内が明るい森林では、林床面日射量は多くて蒸発
量は多いため、林床可燃物は早く乾燥して林野火災発生危険度は大きい。
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図３　実際の森林で観測された林床面日射量を用いて、林床可燃物含水比を計算した例
（ａ）降水量、
（ｂ）林床面日射量、実線：林内が暗い森林、点線：林内が明るい森林
（ｃ）林床面可燃物含水比の計算値、実線：林内が暗い森林、点線：林内が明るい森林、灰線：含水
比 20％の線
　　　実線や点線が、灰線の下にある時間のある日を、「林野火災発生危険日」と判定する。

図４　日本各地のスギ・ヒノキ林で観測された降水量と林床面日射量から計算された林野火
災発生危険日数
◇：閉鎖林　林内が暗いので林野火災発生危険に数はせいぜい 10 数日 / 年
◆：間伐林　林内が明るくなったので林野火災発生危険日数が増加
△：新植地　林床に届く日射量が多いので、林野火災発生件数は 250 日 / 年以上、
　　　　　　　　年間を通じて林野火災が発生する危険性がある。
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